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流体融合研究センター 

医療工学研究分野 
授  早瀬 敏幸 大学院生 M2 岩船 兼昌 
手  白井 敦  M2 船本 健一 
究支援推進員  濱谷 剛  M1 齋藤 琴美 

   M1 長谷川 大 
   M1 半澤 徹 

では、計測と計算を一体化した次世代融合研究手法により、刻々変化する生体内の血

超高速計算（超実時間計算）を実現する計測融合シミュレーションなどにより、生体

血流を解明し、高度医療を実現するための研究を行っている。 

代表的な研究テーマについて説明する。 

おける生体計測とシミュレーションの融合 

断装置とスーパーコンピュータを高速ネットワークで接続し、超音波計測により得ら

報と計算結果との誤差を計算にフィードバックする計測融合シミュレーションにより、

を正確に再現するシステムを開発している（左図参照）。 

融合シミュレーションによる大動脈潰瘍部の血流解析 

瘍の診断と治療計画のため、超音波計測と数値シミュレーションを一体化した計測融

ーションにより、従来の診断装置では計測できなかった、潰瘍内の複雑な血流構造や、

力、圧力分布などをリアルタイムで正確に再現する研究を行っている（右上図参照）。 

において化学刺激因子が白血球の通過に与える影響 

、炎症から発せられる刺激因子によって炎症部位に凝集し、時には血流を阻害するこ

考えられている。本研究では、コンピュータを用いた疾患の進展予測や投薬シミュレ

目的とし、刺激因子による刺激が血球の通過に与える影響を顕微鏡観察するとともに

行う。（右下図参照）。 
解説等を含む） 
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計測融合シミュレーション 

大動脈潰瘍部の血流の比較 

毛細管内における血球の流動 
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